
 
主催：法相宗大本山 興福寺  共催：ミ・ナーラ 

「興福寺 今昔写真展」 
令和 3年(2021)11月 1日～23日 於：ミ・ナーラ 4F特設会場 

興福寺では、このほど、明治の修理以来 120年ぶりに 

五重塔の文化財修理が施されることになりました。 

その大修理を目前に特別公開中の「国宝 五重塔」に連動

して、「興福寺今昔写真展」を開催いたします。 

古都奈良を象徴する五重塔だからこいそ、見ていただ

く方にそれぞれの思い出が呼び起こされ、幅広い層に文

化財を継承していく大切さを伝えられると考えます。 

保存修理工事では、屋根瓦の葺き替え修理、木部の修理、

漆喰壁の塗りなおしなどを行う予定です。令和 5 年 7 月

から工事の覆屋（素屋根）の建設工事に入り、素屋根完成

後は本格工事に入り、五重塔の姿を見ることができませ

ん。保存修理工事完了予定：令和 13年 3月 

大正 4年(1915)頃 興福寺東金堂と花の松 

写真：大和名勝写真帖 

昭和 40年(1965) 興福寺花の松 

（先代は昭和 12年(1937)に枯れ後継） 

写真提供：吉田守氏 

会場風景

ミ・ナーラ 

昭和 30年代末 興福寺 

写真提供：谷井孝次氏 


